
詳
し
く
は
裏
面
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

水
差
形
土
器
  芝
遺
跡
（
奈
良
県
桜
井
市
）
出
土
 ／
 壺
形
土
器
  大
福
遺
跡
（
奈
良
県
桜
井
市
）
出
土
   
  　
　
い
ず
れ
も
弥
生
時
代
中
期
  桜
井
市
教
育
委
員
会

講
演
会
Ⅱ

弥
生
文
化
の
始
ま
り
と
そ
の
広
が
り

 4
月
28

日
[土
] 1
3
時
 3
0
分
～
15
時

藤
尾
慎
一
郎
 S
hi
ni
ch
iro
 F
uj
io

／
 国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

講
演
会
Ⅰ

女
王
・
卑
弥
呼
が
使
っ
た
器
た
ち

 3
月
17

日
[土
] 1
3
時
 3
0
分
～
15
時

石
野
博
信
 H
iro
no
bu
 Is
hi
no
 

／
 兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
名
誉
館
長



参
加
希
望
の
イ
ベ
ン
ト
に
チ
ェ
ッ
ク
の
う
え
、
下
記
項
目
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
複
数
選
択
可
）

□
 【
講
演
会
Ⅱ
】「
弥
生
文
化
の
始
ま
り
と
そ
の
広
が
り
」（
藤
尾
慎
一
郎
氏
）

□
 【
講
演
会
Ⅰ
】「
女
王
・
卑
弥
呼
が
使
っ
た
器
た
ち
」（
石
野
博
信
氏
）

兵
庫
陶
芸
美
術
館
 特
別
展
「
弥
生
の
美
－
土
器
に
宿
る
造
形
と
意
匠
－
」
開
催
記
念
事
業

[自
動
車
の
場
合
]　
※
無
料
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。

・
 舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
・
三
田
西
IC
よ
り
約
15
分

　
 ま
た
は
丹
南
篠
山
口
IC
よ
り
約
20
分

・
 中
国
自
動
車
道
・
滝
野
社
IC
よ
り
国
道
37
2
号
を

　
 東
へ
約
30
分

・
 阪
神
方
面
よ
り
国
道
17
6
号
を
北
上
し
、
三
田
市

　
 四
ツ
辻
信
号
を
左
折
約
15
分

[ J
R・
バ
ス
の
場
合
]

・
 J
R
福
知
山
線
「
相
野
駅
」
下
車

   （
大
阪
駅
か
ら
約
50
分
）

   
駅
前
よ
り
神
姫
グ
リ
ー
ン
バ
ス
「
兵
庫
陶
芸
美
術
館
」、

   「
こ
ん
だ
薬
師
温
泉
」
ま
た
は
「
清
水
寺
」
行
き

   
 約
15
分
、「
兵
庫
陶
芸
美
術
館
」
下
車

※
 「
相
野
駅
」
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

 参
加
費
無
料
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
本
展
観
覧
券
（
当
日
半
券
可
）
が
必
要
で
す
。

 講
演
会
の
ご
参
加
に
は
、
事
前
に
お
申
込
み
が
必
要
で
す
。（
い
ず
れ
も
定
員
11
0
名
）

 チ
ラ
シ
下
部
の
参
加
申
込
書
を
ご
記
入
の
う
え
、
FA
X
か
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 ※
お
電
話
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

[お
問
合
わ
せ
]

 兵
庫
陶
芸
美
術
館

 〒
66
9-
21
35
　
篠
山
市
今
田
町
上
立
杭
４

 T
EL
　
07
9-
59
7-
39
65
　
／
　
FA
X　
07
9-
59
7-
39
67
　
／
　
H
P　
ht
tp
://
w
w
w
.m
ca
rt
.jp

19
59
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
九
州
大
学
文
学
部
助
手
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
考
古
研
究
部
助
手
を
経
て
、

現
在
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
。
主
な
著
作
『
弥
生
変
革
期
の
考
古
学
』
同
成
社
 2
00
3
年
、『
弥
生

文
化
像
の
新
構
築
』
吉
川
弘
文
館
20
13
年
、『
弥
生
時
代
の
歴
史
』
講
談
社
現
代
新
書
 2
01
5
年
、ほ
か
多
数
。

  講
演
会
Ⅱ
／
  弥
生
文
化
の
始
ま
り
と
そ
の
広
が
り

 4
月
28

日
[土
] 1
3
時
 3
0
分
～
15
時
（
開
場
は
13
時
）

藤
尾
慎
一
郎
 S
hi
ni
ch
iro
 F
uj
io
 ／
 国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

兵
庫
陶
芸
美
術
館
  研
修
棟
1F
セ
ミ
ナ
ー
室

近
年
発
表
さ
れ
た
、弥
生
時
代
の
始
ま
り
が
約
50
0
年
遡
る
、紀
元
前
10
世
紀
ご
ろ
と
す
る
研
究
成
果
か
ら
、

新
た
な
弥
生
時
代
像
に
つ
い
て
、
最
新
の
動
向
を
ま
じ
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

19
33
年
宮
城
県
生
ま
れ
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
副
所
長
兼
附
属
博
物
館

館
長
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
館
長
他
を
経
て
、
現
在
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
名
誉
館
長
。
主
な
著
作
『
古

墳
文
化
出
現
期
の
研
究
』
学
生
社
 1
98
5
年
、『
女
王
卑
弥
呼
の
祭
政
空
間
―
考
古
学
で
考
え
る
邪
馬
台
国

の
時
代
』
恒
星
出
版
 2
00
2
年
、『
邪
馬
台
国
と
古
墳
』
学
生
社
 2
00
2
年
、
ほ
か
多
数
。

  講
演
会
Ⅰ
／
  女
王
・
卑
弥
呼
が
使
っ
た
器
た
ち

 3
月
17

日
[土
] 1
3
時
 3
0
分
～
15
時
（
開
場
は
13
時
）

兵
庫
陶
芸
美
術
館
  研
修
棟
1F
セ
ミ
ナ
ー
室

石
野
博
信
 H
iro
no
bu
 Is
hi
no
 ／
 兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
名
誉
館
長

弥
生
土
器
の
造
形
や
意
匠
だ
け
で
な
く
、
纏
向
遺
跡
（
奈
良
県
桜
井
市
）
の
発
掘
調
査
に
携
わ
ら
れ
た
経
験

か
ら
、
弥
生
時
代
を
象
徴
す
る
卑
弥
呼
や
邪
馬
台
国
な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。


